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鄧惠伯 （1938－）
揚子江上流の四川省に生まれる。中国美術家協会会員。『中国美

術年鑑 1949-1989』及び『中国現代芸術家大事典』に名前が収録さ
れ、中国政府より『現代中国における25 名の偉大な美術史家』の一
人として選出された。
1980 年、中央美術学院大学院卒業後、日本の裏千家学院と京都

大学に留学し、博士号を取得。 帰国後、中央美術学院や中国芸術
研究院美術研究所、清華大学などで教壇に立った。1980 年代前半
から世界中で50 回以上の展覧会を開催し、『冬日』や『雨の嵐山』な
ど作品の多くが、数多の博物館 · 美術館 · 政府機関などで収蔵され、
収集家からの人気も高い。
『鄧惠伯芸術作品集』、『鄧惠伯絵画作品選』、『鄧惠伯水墨画
選』（英語版）、『画家の鄧惠伯』などの作品集が出版されており、芸
術史に関する著書には『アジア美術史』、『東洋美術史教程』、『日本
美術における研究』、『東洋芸術史における研究』（日本語）、『現代日
本美人画選』、『世界美術の沿革』がある。

丁観加 （1937－）
崇明島（すうめいとう、現上海市崇明区）生まれ。 中国芸術家協会

および中国書法家協会会員。 中国のトップ画家として中華人民共和
国国務院による特別手当を支給されている。1960年南京師範学院
（現南京師範大学）芸術学科を卒業、 1978 年より書画の創作を開
始。 20年にわたり鎮江中国画院にて副院長と院長を歴任し、2002年
北京へ転居した。
イギリス ·日本 · ロシア · オーストラリア · アメリカ · 中国台湾と香港

などで 20 を超える大規模な国際展覧会に参加｡ 国内では北京 ·
上海 · 広州、国外では、日本 ·ドイツ ·カナダ ·スイスなど、合わせて
26 回個展を開催した。 また、パリで開催された『中国百年絵画展』
へも出展している。 作品は中国国家博物館、中国芸術家協会、江蘇
省 · 安徽省 · 広東省 · 浙江省の各博物館、ドイツ · マンハイム博物
館などに収蔵。 これまでに 12 冊の画集と30 本余りの研究を発表し
ている。

中国人は古来揚子江を「長江（長い川）」 と俗称で呼び、「永遠の川」
という意味を込めて親しんできた。 長江のように詩や絵などに頻繁に登場
する川は他にはないだろう。 本会の参加芸術家である鄧恵伯は長江の
源流に近い四川省西部に生まれ、 丁観加は長江河口の港町上海市の
出身である。 従って、彼らの人生と密接な関係にある長江を展覧会のテーマ
とした。
また、丁観加と鄧恵伯は 20 世紀 80 年代から学者兼画家として中日両

国をたびたび往復し、芸術交流と文化伝播に尽力してきた。 丁観加は日
本の岡山市の友好都市である江蘇省鎮江市の「鎮江中国画院」の元院
長でとして文化交流に尽力し、 一方、 鄧恵伯は派遣留学生として裏千
家茶道学院や京都大学で日本の茶道などを学び、様々な方法で日本文
化への理解を全面的に深めてきた。 同じように日本との交流がある二人
は、それぞれ絵画を通じて中日両国の文化が同じ根源を持つことを伝え
続け、 40 年間近く中日友好に携わってきた。
本展覧が中日交流の促進に深い意義を果たせることを心より願う。


